
（１）個別相談支援
ア． 保健所、市区町村、または心のケアセンター等を拠点とした、被災者の住居等への訪問による相談支援
イ． 医療機関等を拠点として、精神疾患患者に対し、多職種で構成されるチームによる訪問支援（アウトリーチ）
ウ． 教育機関、保育園、事業所、行政機関、医療・福祉施設、支援団体等の職員に対する相談支援、生徒・児童・社員等の心のケアに関する後方支援
エ その他、ア～ウの実施にあたり必要となる各地域の精神医療・保健・福祉に関する、行政機関、医療機関、民間団体との間における総合的な調整

（２）心の健康の向上に資する各種事業
ア． 心のケアに関するニーズ把握のための情報収集
イ． 本事業以外で被災者の心のケアを実施する各種支援者の技術向上のための技術的指導、助言、研修
ウ． 地域で長期的に被災者の心のケアに従事する医師、看護師等専門職の人材の育成
エ． 一般住民に対する、心の健康に関する普及啓発、情報発信、及びそのための各種支援機関との連携
オ． 本事業の各種活動により得られたデータの集積整理・分析、本事業の実施に必要な調査・研究
カ． 本事業の各種活動に必要な拠点の整備、及びその維持管理

２．業務概要

東日本大震災被災者の心のケア支援事業

東日本大震災後に心のケアに関するニーズが増大した被災３県を対象に、精神保健行政機能及び精神医療サービス機能等の心のケアに関する支援を行い、もって
被災３県の復興に資する。

１．事業の目的

岩手県、宮城県、福島県（事業運営の一部または全部について委任可）

みやぎ心のケアセンター：３カ所

基幹センター・石巻地域センター・気仙沼地域センター

受託団体：宮城県精神保健福祉協会
平成30年4月1日現在：職員数61名

基幹センター・県北方部センター・県中・県南方部セン
ター・いわき方部センター・相馬方部センター・会津出張
所・ふたば出張所

スタッフ24名（4月1日予
定）
（医師11、保健師5）

岩手県こころのケアセンター：５カ所
ふくしま心のケアセンター：６カ所

受託団体：岩手医科大学
平成30年4月1日現在：職員数49名

中央センター・久慈地域センター・宮古地域センター

釜石地域センター・大船渡地域センター

受託団体：福島県精神保健福祉協会
平成30年4月1日現在：職員数42名

３．実施主体

２９年度予算 ３０年度予算
１，３６１百万円 → １，５３２千円

平成２５年度（平成２３年度～２４年度は障害者自立支援対策臨時特例基金で実施）

４．創設時期

東日本大震災復興特別会計 （項）社会保障等復興政策費 （目）精神保健対策費補助金

５．支出科目
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受託先 創設年度 職員数
（主な職種）

センター数 予算額 主な事業実績

岩手県こころ
のケアセンター

岩手医科
大学

２４年２月
５０名

（医師、保健師、
社会福祉士、
精神保健福祉
士、臨床心理
士、看護師）

５カ所

（中央（盛岡）、
久慈、宮古、
釜石、大船渡）

４６２百万円

○被災者に対する個別相談
・精神科医師による相談室の実施
実施回数３８９回 相談数 ９，１０７件

・自治体にて対応困難な事例に対する訪
問等よる相談 訪問数 ２，３０９件

○被災自治体が実施する健康調査のデー
タの集計・分析等

○保健師及び専門職を対象とした地域支
援学講座の開催 全８回

○仮設集会所等での心の健康講話

みやぎ心の
ケアセンター

宮城県精
神保健福
祉協会

２３年１２月

６２名
（医師、保健師、
社会福祉士、
精神保健福祉
士、臨床心理
士、看護師）

３カ所

（基幹（仙台）、
石巻、気仙
沼））

４６６百万円

○被災者への個別相談
面接相談（訪問等）７，６５７件
電話相談 ３，９０７件

○市町職員等の保健活動支援（心の相談
窓口の開設等） １，１８７回

○専門職を対象とした専門研修、民生委
員等のスキルアップ研修
実施回数１３８回 対象者数 ４，７３１名

○社会福祉協議会職員への健康調査及
びその後のフォロー及びデータの解析

ふくしま心の
ケアセンター

福島県精
神保健福
祉協会

２４年１月

５４名
（医師、保健師、
社会福祉士、
精神保健福祉
士、臨床心理
士、看護師）

６カ所

（基幹（福島）、
県北、県中県
南、会津、い
わき、相馬）

４３２百万円

○被災者への個別相談
相談件数 ５，２０４件 電話相談１５６件

○専門職向け研修会等
実施回数 ４６回 参加者数 １，２２０名

○一般向け研修会等
実施回数 ２９回 参加者数 １，１８０名

○市長村等の事例検討会
実施回数 １２９回
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